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学校運営協議会だより NO.14（通算）
令和4年度はNo.5です

第4回学校運営協議会を行いました
10月25日㈫に第4回学校運営協議会が行われ

ました。清水校長より学校行事(１,２,３年生
の交通安全教室、5年生の宿泊学習、6年生の
修学旅行)の報告と4月に6年生対象で行われた
学力学習状況調査の結果についての報告があ
り、その後意見交換がされました。
学力学習状況調査の報告では実際に使われ

た問題用紙を委員に配付し、子どもが苦手と
する問題について確認しました。意見交換では、学校オープンウィーク(10月24
日～26日)に参観した感想や普段の子どもたちの様子を見て感じることなども話
されました。いろいろな感想・意見が出されましたのでその一部を紹介します。

・学校行事の後は友達との関係性が強まっていると感じる。

いろいろな教育活動をしてもらえるのはありがたい。
・ 子どもたちは宿題をする際に文章で答える問題に戸惑っているようだ。すぐ
に答えが出せて答え合わせができるタブレット端末とのギャップがあり、答えを
出すのに時間がかかる問題に戸惑うことがあるのかもしれない。

こんな感想・意見が出されました

・ オープンウィークで授業を参観したが、全体的に1学期に比べると私
語が少なくなって落ち着いた雰囲気と感じた。
・ オープンウィークではグループでの話し合い活動が印象に残っ
た。リーダーなど役割を決めることで責任を果たそうとする様子
がうかがえた。

・ 子どもがやろうとしていることを遮断するとそのあと立ち行か
なくなる。言われたことをするために下準備(気持ちを整える)を
しているように見受けられる。
・ できないことは子どもにとってはストレスでプライドが傷ついた
り自己肯定感が下がったりする。できるようになるための“支援”
をしなければならない。

・ 子どもと話をする際に1対1では落ち着いて話ができるが、周りに友達がいると
とがった態度になりコミュニケーションが難しくなる場合がある。
・ 叱ることがよいということでもない。集団の中で自分の気持ちの整理が上手に
つけられずどうしたらよいのか分からないという子もいる。
・ 人との関わり方や集団での行動について家庭でも話をした方がよいと感じる。
・ その子のしんどさとわがままは区別しないといけない。

・ 今の子たちは叱られ慣れていないせいか言われても気にしていない様子がある。
・ 先生たちは子どもたちに圧力をかけるのではなく個性と捉え本人の気持ちを汲
んで待っていてくれる。



11月9日㈬、『かめやま防災ネットワーク』の方と亀山市や三重県

の防災担当の方に授業をしていただきました。起震車に乗って地震体
験をしたり液状化や地震のしくみ、非常用持ち出しグッズについて学
習したりしました。液状化の実験では子どもたち
から「こわーい」という声も聞こえてきました。
亀山市の小田さんは「地震について“知る”ことで
災害に備える。自分はどう行動したらよいかという
ことを考えるきっかけになればよいと思う」と話さ
れました。

出前授業の様子

2学期はたくさんの出前授業が行われました。

様々な分野でお仕事や活動をされている方を亀山市のみならず鈴鹿市、津市、
四日市市から先生としてお招きし授業をしていただきました。子どもたちはよ
り専門的なお話、経験や体験に基づいたお話を聞いたり、実験や体験などをし
たりしました。直接お話を聞くことで学んだ内容をより身近なこととして捉え
自身を振り返ったりこれからの行動を考えたりすることに繋がったのではない
でしょうか。出前授業の様子を少しずつ紹介します。

訂正とお詫び
前号のたよりの一部に誤りがありました。以下のように訂正させていただきます。

申し訳ございませんでした。

「英語ボランティア」の記事
(誤) 小野さんは「(授業に入ることは)楽しいです」と話されました。
(正) 原口さんは「(授業に入ることは)楽しいです」と話されました。

６年生 平和学習

３年生 アイマスク・車いす体験

４年生 防災学習Ⅰ

10月13日㈭、『戦争遺跡に平和を学ぶ亀山の会』の川辺さん

に授業をしていただきました。1945年8月2日に起きた「亀山列
車銃撃事件」について、どのように攻撃を受けたか、被害の状
況や救助活動はどうだったか等、調べて分かってきたことを教
えていただきました。頭を撃たれた幼児をおぶった女性のこと
などリアリティのある内容で、6年生の子どもたちはメモを取
りながら真剣に話を聞いていました。

11月2日㈬、鈴鹿市のＵＤ団体『ハートフル・アクセス』の皆さんに授業をしていただき

ました。視覚に障がいがある人の生活や点字ブロック、白杖について教えていただいたり、
車いすで生活している方から生活の実際についてのお話を聞いたりしました。その後アイマ
スクをして介助者役の人と一緒に歩いたり椅子に座ったりする体験をしました。また、一人

ずつ車いすを操作しマットの段差を
乗り越えたりコーンにぶつからない
ように進んだりしました。『ハート
フル・アクセス』の先生方も子ども
たちの動きをよく見てアドバイスを
するなどていねいにご指導してくだ
さいました。


